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８．研究実績報告（成果）（別紙２） 
 
極地・深海底を含む観測研究のフロンティアで機動観測を推進する研究者などの意見を

集約し，我が国に於ける“フロンティア観測地球科学”の推進体制を検討するため，平成 19

年度には，地球惑星連合大会で会合を開き（５月２３日），国内の状況把握並びに今後の進

め方等について意見交換を行った． 

具体的には，機材共有の必要性・希望の有無，機材・データの管理体制，ノウハウの共

有化，他のコミュニティ（地震予知，海底，火山，電磁気．．．）との連携の可能性について

議論した．また，現在実行・計画されている国際共同研究（中国東北部：NECESSArray，

南極関係：Antarctic Arrays）を滞りなく遂行するための支援体制について具体的に検討した．

さらに，Vietnam: Renewal in 2006，Gloriaシンポジウムにおける各国の現状報告もなされた． 

この会合では，近い将来に計画されている諸プロジェクトの詳細についての計画立案，

並びにその推進体制についての原案を作成するため，ワーキンググループ（金尾，田中，

石原，金嶋，加藤）を新たに発足した． 

ワーキンググループ参画者は，汎地球的な観測計画に深く関係するメンバーから成り，

得られるデータからフロンティア研究を効率よく行う方法論を確立すると共に，数年単位

の近未来におけるフィールドプラン，ロードマップを策定する．今後国内の様々な研究グ

ループに働きかけ，グローバル地震学におけるフロンティア観測研究の推進母体の基本案

を構築する． 

 

 ２０年２月には，この分野の先進組織である IRIS/PASSCAL（アメリカ・アルバカーキ）

の機器管理センターを，代表者（金尾）が視察訪問した． 

 アメリカ国内での起動観測（EarthScope/USArrays）用観測点の実物が，PASSCALセンタ

ー玄関に展示されているのをはじめ，全ての機材室と倉庫を見学して，国内外でする地震

計・収録装置・バッテリー・収納箱類の現物とそのストック状況について確認した．また

最近，Polar Support Sectionが発足し，南極観測用の低温仕様の機材についても充実してき

た． 

 また，USArrays や海外での機動観測のための，観測機材の実際の輸送方法を調査した．

通常は航空機や船舶で運ぶため，機材を梱包しているプラスチックコンテナや木箱は頑丈

なため，パレット台に載せた状態で輸送される．地震計については，通常のメーカーから

の段ボール箱のまま輸送する．さらに，広帯域地震計の修理も多数の技術者により行われ

ている．野外観測用の太陽電池については，専属の CADエンジニアによりパネル等のフレ

ームが設計されている． 


